
令和 7年 3月 31日 

 

つくば国際短期大学中期計画～教学に関する事項 

（令和 7年度より 5年計画） 

 

本学は建学の精神を「白梅」に託し、百花にさきがけて花開き、やがて立派な実を結ぶ白

梅の花実両全の姿に象徴される人間像を理想としている。保育科においては建学の精神を

身につけ、保育現場の要請に十分応えうる資質と能力を持つ保育者を養成することを教育

目標としている。 

この目標を実現するために中期計画を策定した。以下は、教学面を中心とした事項を示

している。なお、令和 6年度認証評価結果を踏まえた内容となっている。 

 

１．教育の質の保証 

 ①FD活動の活発化による授業改善 

  授業評価アンケート、授業公開、学内外研修会を通じて見出された課題に FD作業部会

で協議が必要とされた課題も含め、幅広い取り組みを実施することを通じて授業改善を

進める。 

 ②学習成果の可視化による教育効果の検証 

  アセスメント・ポリシーにもとづく学習成果の査定により、教育効果の検証を目指す。 

 ③GPAの活用拡大による教育の質の保証の推進 

GPA1.4以上を保育実習Ⅱ（Ⅲ）、教育実習Ⅱの履修条件とし、学生指導の指標として活

用し、教育の質の向上を目指す。 

④学生の卒業後評価アンケートの結果の分析と活用 

 卒業生の就職先からの評価を参考にした教育の改善を進める。 

⑤３つのポリシーの継続的検討 

  PDCAを通じて、精査・検討を継続する。 

 

２．学生支援の充実 

①学生満足度調査（短期大学生調査）、卒業生調査の実施と調査結果にもとづく学生支援 

 の改善 

 ②保育有償インターンシップによるキャリア支援の推進 

 ③キャリア支援の充実による高い就職率 

目標：資格を生かした就職率 95％以上 

 

３．広報活動の改善や効果的な学生受け入れの推進 

 ①本学 HP、SNS、オープンキャンパスの充実による広報活動の改善 

 ②高校生へのアプローチの推進 

  進路説明会、模擬授業などの高校訪問を通じた広報の推進 

 ③併設高校との連携を通じた学生の受け入れ 



 ④長期履修制度の導入による多様なニーズへの対応 

 

４．地域貢献（地域連携）の推進 

 ①本学公開講座の充実 

②地域の要望に合わせた教員の派遣（近隣の市の講座や各種委員会への派遣）の推進 

③学生ボランティア活動による地域貢献の推進 

   

５．収容定員充足率の改善 

  上記１～４を通じて収容定員充足率 100％を目指す。 

 


